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》
研
究
ノ
ー
ト
《
② 

鎌
倉
別
荘
地
時
代
の
幕
開
け 

―
神
奈
川
県
知
事
沖
守
固
の
足
跡
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
倉
別
荘
地
時
代
研
究
会 

奥
山
信
治 

 
 
 
 

は
じ
め
に 

鎌
倉
の
別
荘
地
形
成
に
つ
い
て
は
、
海
水
浴
場
の
開

設
や
横
須
賀
線
の
開
通
が
発
展
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

鎌
倉
の
別
荘
地
の
開
拓
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
ド
イ

ツ
人
ベ
ル
ツ
が
明
治
十
三
年
に
七
里
ヶ
浜
か
ら
の
眺

望
が
日
本
一
で
一
番
美
し
い
と
こ
ろ
と
日
記
で
記
し
、

保
養
地
と
し
て
の
鎌
倉
を
発
見
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。 ま

た
、
長
与
専
斎
が
鎌
倉
の
海
は
海
水
浴
場
に
最
適

地
と
紹
介
し
、
明
治
十
七
年
に
自
ら
も
由
比
ヶ
浜
に
別

荘
を
建
て
て
お
り
、
鎌
倉
の
別
荘
地
の
開
拓
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。 

本
稿
で
は
、
岩
倉
使
節
団
の
一
員
で
あ
り
、
明
治
十

四
年
か
ら
明
治
二
十
二
年
ま
で
神
奈
川
県
令
・
県
知
事 

      を
務
め
た
沖
守
固
の
足
跡
を
追
い
な
が
ら
、
鎌
倉
の
別

荘
地
形
成
過
程
を
記
し
た
い(

１)

。 

 

一
、
沖
守
固
に
つ
い
て 

 

沖
守
固
（
お
き
も
り
か
た
・
初
名
貞
一
郎
、
後
探
三
、

号
九
皐
）
は
、
天
保
十
二
年
六
月
十
三
日
、
江
戸
の
鳥

取
藩
邸
に
、
同
藩
絵
師
の
沖
一
峨
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。
明
治
維
新
期
に
活
躍
し
、
明
治
二
年
鳥
取
藩
権

大
参
事
と
な
る
。 

明
治
四
年
に
大
蔵
省
に
出
仕
し
、
同
年
岩
倉
使
節
随

従
の
理
事
官
田
中
光
顕
に
随
行
し
て
、
米
欧
を
見
学
し

た
。
途
中
で
一
行
と
別
れ
、
英
国
に
留
学
し
、
明
治
十

一
年
に
帰
国
し
て
い
る
。 

そ
の
後
、
明
治
十
一
年
に
内
務
省
に
出
仕
し
、
明
治

十
四
年
十
一
月
八
日 
神
奈
川
県
令
と
な
り
、
同
十
九

年
七
月
十
九
日
に
地
方
官
制
に
よ
り
神
奈
川
県
知
事

と
な
る
。
同
二
十
二
年
十
二
月
に
長
崎
県
知
事
に
任
命

さ
れ
る
ま
で
、
当
時
で
は
異
例
と
も
い
え
る
約
八
年
間

の
長
き
に
渡
り
、
神
奈
川
県
知
事
を
務
め
て
い
る
。 

在
任
中
は
、
横
浜
の
日
本
最
初
の
近
代
水
道
の
完
成
、

都
市
計
画
的
法
規
の
作
成
と
市
区
改
正
の
方
向
付
け
、

横
浜
築
港
の
官
費
築
造
な
ど
の
、
横
浜
の
都
市
整
備
事 

情
を
牽
引
し
て
い
っ
た
。 

そ
の
後
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
、
大
阪
府
、
愛
知
県

の
各
知
事
を
歴
任
し
、
ま
た
、
貴
族
院
議
員
も
務
め
、

明
治
三
十
三
年
に
勲
功
に
よ
り
男
爵
を
授
け
ら
れ
て

い
る
。
大
正
元
年
十
月
に
、
鎌
倉
で
死
去
（
七
十
一
才
）

し
て
い
る
。 

 

二
、
鎌
倉
で
の
別
荘
地
形
成
過
程
に
お
け
る
関
わ
り 

○
土
木
事
業
に
つ
い
て 

 

沖
の
神
奈
川
県
令
・
県
知
事
の
在
任
期
間
は
、
鎌
倉

に
お
い
て
も
ま
さ
に
、
主
要
道
の
整
備
や
新
道
の
開
墾

が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
主
な
も
の
を
あ
げ

る
と
、
明
治
十
六
年
頃
、
名
越
坂
新
道
開
墾
、
明
治
十

九
年
頃
、
巨
福
呂
坂
切
通
新
道
開
墾
工
事
、
明
治
二
十

一
年
頃
、
大
仏
坂
新
道
開
通
、
明
治
二
十
二
年
の
横
須

賀
線
開
通
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

○
鎌
倉
の
史
跡
保
存
等
に
つ
い
て 

 

明
治
の
廃
仏
毀
釈
以
来
困
窮
し
て
い
た
寺
社
の
救

鎌
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市
中
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図
書
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済
、
史
跡
の
保
存
な
ど
鎌
倉
の
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
明
治
十
八
年
七
月
に
鎌
倉
保
勝
会
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
発
起
人
の
筆
頭
に
神
奈
川
県
令
の
沖
守

固
が
お
り
、
そ
の
後
に
、
横
浜
の
有
力
商
人
十
五
名
が

名
を
連
ね
、
そ
の
他
に
地
元
発
起
人
と
し
て
九
名
及
び

円
覚
寺
・
建
長
寺
・
光
明
寺
・
清
浄
光
寺
と
大
寺
が
参

加
し
て
い
る
。
寄
付
金
名
簿
に
は
、
百
三
十
七
人
の
名

前
が
記
載
さ
れ
、
寄
付
金
の
総
額
は
九
千
三
百
三
十
円

一
〇
銭
に
上
る
。 

こ
の
発
起
人
十
六
名
の
寄
付
金
合
計
だ
け
で
、
七
千

二
百
円
と
寄
付
額
全
体
の
約
八
割
を
占
め
て
お
り
、
横

浜
で
進
め
た
築
港
事
業
と
同
様
の
枠
組
み
で
、
鎌
倉
の

史
跡
保
存
等
に
沖
守
固
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。 

 

な
お
、
こ
の
鎌
倉
保
勝
会
は
、
関
東
大
震
災
後
の
大

正
十
五
年
、
震
災
復
興
の
象
徴
と
言
え
る
鎌
倉
国
宝
館

の
建
設
に
際
し
、
全
財
産
で
あ
る
三
千
五
百
円
を
寄
付

し
、
そ
の
活
動
は
、
鎌
倉
同
人
会
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
。 さ

ら
に
、
鎌
倉
宮
保
存
会
が
明
治
二
十
二
年
四
月
に

設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
の
史
跡
保
存
等
に
、
沖
守
固

が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

に
は
、
御
用
絵
師
の
出
自
と
し
て
、
文
化
へ
の
造
詣
と

無
関
係
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 

○
土
地
所
有
に
つ
い
て 

 

沖
守
固
の
鎌
倉
で
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
は
、
浪
川

幹
夫
氏
の
研
究(

２)

に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
鎌
倉
に
お
い
て
は
、
扇
ヶ
谷
字
千
葉
ヶ
谷
、
扇
ヶ

谷
字
今
小
路
、
長
谷
字
桑
ヶ
谷
に
広
大
な
土
地
を
所
有

し
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
は
、
岩
崎
小
彌
太
、
荘
清

次
郎
、
山
本
条
太
郎
に
移
っ
て
い
る
。 

 

な
お
、
沖
は
神
奈
川
県
知
事
在
任
中
に
、
大
磯
に
別

荘
の
建
築
を
進
め
て
お
り
、
大
磯
の
別
荘
族
と
し
て
、

そ
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。 

当
時
の
土
地
投
機
的
な
動
き
に
つ
い
て
、
浪
川
氏
の

研
究
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
沖
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
そ
の
よ
う
な
側
面

が
あ
る
一
方
、
実
際
、
大
磯
に
別
荘
を
建
築
し
、
ま
た

扇
ヶ
谷
今
小
路
に
居
住
し
て
も
い
る
（
当
該
地
は
、
現

在
、
鎌
倉
の
三
大
洋
館
の
一
つ
で
あ
る
旧
荘
清
次
郎
邸

が
建
つ
地
所
で
あ
る
）
。 

大
正
元
年
十
月
七
日
の
沖
死
去
の
翌
日
の
『
横
浜
貿

易
新
報
』(
大
正
元
年
十
月
八
日)

に
、
近
し
い
者
の
言

と
し
て
「
男
爵
は
平
素
投
機
事
件
を
蛇
蝎
の
如
く
嫌
ひ

華
族
中
に
て
投
機
に
関
は
る
者
に
對
し
憤
慨
し
居
た

り
」
と
あ
る
。
沖
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
脈
を
介
し
て
、

有
力
な
政
財
界
人
に
土
地
所
有
が
移
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
沖
が
単
に
土
地
投
機
を
見
込
ん
だ
だ
け
で
な

く
、
有
力
な
政
財
界
人
の
別
荘
を
鎌
倉
に
誘
致
し
よ
う

と
主
導
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
と
み
る
こ
と

も
で
き
る
。 

○
地
域
へ
の
貢
献 

 

沖
は
自
ら
の
私
財
を
投
じ
て
、
横
浜
・
大
磯
・
鎌
倉

の
地
域
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
が
、
鎌
倉
に
関
す
る
も

の
は
、
明
治
二
十
三
年
三
月
に
、
相
模
国
鎌
倉
郡
諸
村

に
対
し
、
道
路
橋
梁
修
繕
費
と
し
て
金
百
円
寄
付
し
て

い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
明
治
四
十
一
年
に
柴
山
海
軍
大
将
を
幹
事
長

と
し
て
、
鎌
倉
の
別
荘
在
住
者
相
互
の
親
睦
融
和
を
目

的
と
し
て
創
立
さ
れ
た
、
鎌
倉
倶
楽
部
の
第
二
代
幹
事

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
寄
付
や
地
域
の
活
動
を
通
し
て
、
別

荘
地
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
側
面
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。 

ま
と
め 

 

最
後
に
、
鎌
倉
の
史
跡
保
存
や
道
路
整
備
等
に
多
大

な
寄
付
を
行
い
、
鎌
倉
倶
楽
部
の
第
二
代
幹
事
を
務
め
、

鎌
倉
の
別
荘
地
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、
鎌
倉
同

人
会
を
は
じ
め
と
し
た
、
鎌
倉
の
住
民
自
ら
が
ま
ち
づ

く
り
を
牽
引
し
て
い
く
先
駆
け
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
。 

 

(

１)  

本
稿
は
、「
鎌
倉
の
別
荘
地
形
成
過
程
に
お
け
る
沖
守
固
の

動
向
に
つ
い
て
」『
鎌
倉
』
第
百
十
八
号 

奥
山
信
治 

鎌

倉
文
化
研
究
会 

平
成
二
十
七
年 

を
要
約
し
、
概
要
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
。 

(

２)  

「
明
治
二
十
年
代
都
人
士
に
よ
る
土
地
所
有
」『
鎌
倉
』
第

九
十
三
・
九
十
四
号 

浪
川
幹
夫 

鎌
倉
文
化
研
究
会 

平
成
十
三
・
十
四
年 
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沖
守
固
関
連
メ
モ
―
「
鎌
倉
倶
楽
部
」 

鎌
倉
倶
楽
部
は
明
治
四
十
一
年
、
急
速
に
増
え
た
別

荘
の
住
人
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
親
睦
団
体
で
あ
る
。 

 
 

初
代
幹
事
長
は
柴
山
海
軍
大
将
で
あ
っ
た
。
沖
守
固

が
幹
事
長
を
つ
と
め
た
明
治
四
十
三
年
に
若
宮
大
路

脇
に
広
い
庭
付
き
の
大
き
な
建
物
を
建
て
、
活
発
に
サ

ロ
ン
や
購
買
組
合
活
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。
場
所
は
現

ス
ル
ガ
銀
行
南
側
辺
り
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
の
名
簿

か
ら
、
会
長
に
陸
奥
廣
吉
伯
爵
、
名
誉
会
員
に
松
方
正

義
侯
爵
、
都
筑
馨
男
爵
を
迎
え
地
元
の
有
力
者
も
交
え

た
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

倶
楽
部
で
は
家
族
娯
楽
会
、
刀
剣
会
、
碁
棋
会
、
珠

戯
会
、
弓
術
会
、
生
花
会
、
詩
会
な
ど
が
活
動
し
て
い

た
と
、『
鎌
倉
名
勝
誌
』（
大
正
五
年 

佐
成
謙
太
郎
著
）

に
あ
る
。
倶
楽
部
設
立
の
背
景
に
は
、
別
荘
地
に
生
じ

る
種
々
の
弊
害
を
防
ぎ
、
鎌
倉
の
町
の
健
全
な
発
達
を

め
ざ
す
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
高
い
別

荘
値
段
に
対
抗
し
て
、
購
買
組
合
・
物
品
販
売
部
で
は
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
日
用
品
な
ど
を
供
給
し
て
い
た
。
小

売
り
商
人
の
暴
利
を
防
ぐ
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

大
正
四
年
当
時
の
決
算
報
告
に
よ
る
と
、
会
員
会
費

は
毎
月
二
円
五
十
銭
、
会
員
は
二
百
五
十
名
。
物
品
販

売
収
入
は
一
万
八
千
二
百
六
十
九
円
に
上
っ
た
。
こ
の

頃
沖
守
固
は
す
で
に
亡
く
な
り
（
大
正
元
年
没
）
郷
誠

之
介
男
爵
・
池
田
豊
作
ら
が
尽
力
し
て
い
た
。 

 

倶
楽
部
の
建
物
は
関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
た
。 

（
資
料
室
記
） 

④ 

原
爆
慰
霊
碑 

 

大
船
観
音
寺
の
山
の
中
腹
、
古
い
お
堂
の
下

に
、
３
つ
の
被
爆
者
慰
霊
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

 
 

被
爆
２
５
年
（
昭
和
４
５
年
・
１
９
７
０
年
）

に
神
奈
川
県
下
在
住
の
生
き
残
っ
た
被
爆
者

が
建
て
た
慰
霊
碑
が
も
っ
と
も
早
く
、
爆
心
地

か
ら
運
ん
だ
地
蔵
土
台
石
の
上
に
千
羽
鶴
を

刻
ん
だ
橇
を
乗
せ
、
そ
の
上
に
長
崎
の
浦
上
天
主
堂
か

ら
運
ば
れ
た
被
爆
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
広
島
原
爆
資

料
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ケ
ロ
イ
ド
状
の
瓦
や
ビ
キ
ニ

環
礁
で
被
爆
し
た
第
五
福
竜
丸
の
遺
品
も
埋
蔵
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
土
台
石
に
は
人
間
達
が
お
互
い
を
支

え
な
が
ら
丘
に
登
っ
て
い
る
ブ
ロ
ン
ズ
の
レ
リ
ー
フ

が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
「
呪
わ
し
き
原
爆
の
重
荷
を

背
負
い
、
こ
の
坂
を
登
っ
て
平
和
の
丘
に
向
か
お
う 

願 
原
水
爆
追
放 

共
存
共
栄
」
と
い
う
言
葉
が
彫
ら

れ
、
人
々
の
思
い
が
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
鎌
倉

で
は
、
広
島
の
原
爆
で
幼
子
を
目
の
前
の
火
の
中
か
ら

助
け
ら
れ
な
か
っ
た
無
念
の
父
親
が
碑
の
建
立
に
力

を
尽
く
し
た
話
し
が
伝
わ
っ
て
い
る
。 

 

中
央
左
側
に
一
段
と
大
き
な
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。

被
爆
４
０
周
年
（
昭
和
６
０
年
・
１
９
８
５
年
）
に
建

て
た
「
平
和
記
念
塔
」
で
あ
る
。
建
立
者
は
「
神
奈
川

県
原
爆
被
災
者
の
会
」
、
県
知
事
長
洲
一
二
の
揮
毫
で

「
核
兵
器
も
な
い 

戦
争
も
な
い 

平
和
な
世
界
を
」

と
大
き
な
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

次
に
手
前
右
側
に
茶
色
が
か
っ
た
大
き
な
石
灯
籠

が
あ
り
、
「
原
爆
の
火
」
が
灯
し
続
け
ら
れ
て
い
る
。

広
島
で
被
爆
死
し
た
家
族
を
探
し
て
い
た
人
が
、
近
く

で
燻
っ
て
い
た
火
を
懐
炉
に
移
し
、
福
岡
県
星
野
村
で

灯
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
火
を
も
ら
い
、
未
来
永
劫
、

平
和
を
願
う
〝
原
爆
の
火
〟
と
し
て
こ
の
塔
に
採
火

し
た
の
が
被
爆
４
５
年
７
月
２
９
日
（
平
成
２
年
・
１

９
９
０
年
）
で
あ
っ
た
。
今
秋
、
第
５
０
回
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
た
。 

 

 
 

橇
の
形
を
し
た
慰
霊
碑
（
部
分
） 

「
原
爆
の
火
」 

平和記念塔（左）と橇の形をした慰霊碑（右） 
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》
平
成
二
七
年
度
郷
土
資
料
展
記
録
《 

今
昔
写
真
展 

鎌
倉
を
見
つ
め
た
写
真
家
た
ち 

 
―
鈴
木
正
一
郎
２
８
年
間
の
記
録
を
中
心
に 

安
田
三
郎
・
皆
吉
邦
雄
の
３
人
展  

  
 

平
成
２
８
年
２
月
１
７
日
（
水
）
～
２
２
日
（
月
） 

 
 

於
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

６
日
間
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
が
、
会
場
は
連
日
来
場

者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
半
世
紀
前
の
鎌
倉
の
町
の

普
通
の
生
活
を
と
ら
え
た
写
真
の
中
に
、
不
思
議
な

共
感
を
覚
え
、
時
間
と
空
間
を
旅
す
る
よ
う
な
心
地

良
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
島
村
國
治
氏
（
山
ノ
内

住
）
撮
影
の
現
在
写
真
と
の
今
昔
対
比
が
お
も
し
ろ

く
、
写
真
の
前
で
楽
し
い
会
話
が
生
ま
れ
て
い
た
。 

 

【
展
示
内
容
】 

鈴
木
正
一
郎
撮
影 

 

 

地
域
別
写
真
１
７
０
枚 

 

ジ
ャ
ン
ル
別
写
真
１
７
７
枚 

 

パ
ノ
ラ
マ
写
真
４
枚
・
若
宮
大
路
巻
き
物
写
真
２
巻

安
田
三
郎
撮
影 

仏
像
・
文
士
肖
像
写
真
等
１
３
枚 

皆
吉
邦
雄
撮
影 

北
鎌
倉
周
辺
写
真
１
８
枚 

  

会
場
「
ご
あ
い
さ
つ
」
よ
り 

 

こ
の
ほ
ど
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
鈴
木
正
一
郎
氏

撮
影
写
真
」
は
、
氏
が
昭
和
３
２
年
か
ら
５
９
年
ま
で

の
２
８
年
間
、
仲
間
た
ち
と
鎌
倉
を
歩
き
、
撮
り
つ
づ

け
て
き
た
写
真
で
す
。
約
５
０
年
前
の
鎌
倉
の
風
景
や

町
並
み
、
行
き
交
う
人
々
の
様
子
を
く
ま
な
く
撮
影
し
、

変
わ
り
行
く
町
の
姿
を
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
で
記

録
し
て
い
ま
す
。
寄
贈
写
真
は
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
・
プ
リ

ン
ト
を
合
わ
せ
て
約
２
万
８
０
０
０
点
に
及
び
、
そ
の

中
か
ら
わ
ず
か
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
約
３
５
０
点

を
選
び
、
今
昔
写
真
と
し
て
地
区
別
・
ジ
ャ
ン
ル
別
に

分
け
展
示
し
ま
し
た
。 

鎌
倉
の
ひ
な
び
た
風
景
、
生
活
す
る
人
々
、
歴
史
を

宿
し
た
寺
や
路
地
裏
の
小
径
に
目
を
向
け
た
写
真
家

は
、
山
々
の
木
々
が
剥
ぎ
と
ら
れ
宅
地
造
成
さ
れ
て
い

く
姿
も
追
い
か
け
て
い
ま
す
。
２
８
年
間
、
鎌
倉
を
見

つ
め
た
大
量
の
写
真
に
は
、
定
点
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
に
残
し
た
い
空
間
や

空
気
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

さ
ら
に
同
時
代
に
鎌
倉
を
写
し
た
、
安
田
三
郎
氏
、

皆
吉
邦
雄
氏
の
写
真
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
３
人
の

写
真
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
接
点
が
あ
り
、
交
流
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
写
真
は
全
て
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て

お
り
、
整
理
が
す
み
次
第
、
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
開
し
て
い
く
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
展
示
写
真
の
前
で
対
話
が
生
ま
れ
、
異
世
代

の
方
が
交
流
し
、
さ
ら
に
未
来
の
鎌
倉
の
イ
メ
ー
ジ
を

育
む
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。 

当
展
示
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
、

鎌
倉
風
致
保
存
会
、
安
田
三
郎
写
真
保
存
会
、
鎌
倉
の

別
荘
地
時
代
研
究
会
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
会
、
鎌
倉
同
人
会
、

島
村
國
治
氏
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

特
に
島
村
國
治
氏
（
山
ノ
内
在
住
）
に
は
膨
大
な
量

の
写
真
整
理
、
複
写
、
撮
影
地
点
で
の
現
代
写
真
撮
影

な
ど
、
展
示
物
作
成
に
あ
た
り
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
指

導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木
氏
が
撮
影
し
た

場
所
に
何
度
も
出
か
け
、
昔
と
は
違
っ
た
様
子
に
戸
惑

い
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

寒
い
中
で
の
ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
七
日 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 
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展
示
写
真
よ
り
（
詳
し
く
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国鉄横須賀線 鎌倉駅東口（小町） 

撮影日：昭和 32 年 11 月 8 日  →        

横須賀線鎌倉駅は明治 22 年 6 月開業。大正 5 年に三角屋根の新屋舎（2 代目）が完成。

現在の駅舎は 3 代目で、昭和 59 年 10 月 3 日落成。写真のころは駅の改札が乗車口と降車

口に分かれていた。写真は乗車口。トンガリ屋根の時計塔は現在、駅西口広場に移築復元

されている。 

鎌倉駅西口前 （御成町） 

撮影日：昭和 42 年 4 月 9 日  →       

映画の看板で賑わっている。映画館の無い今の鎌倉では考えられない光景である。現在の

コマビルは昭和 43 年 11 月、御成町では御成ビルに次ぐ 2 番目のビルとして建設。 

 

北鎌倉駅正面 （山ノ内） 

撮影日：昭和 42 年 2 月 3 日 →         

鄙びた小さな駅舎はみんなに好かれている。当時の駅の汲み取り便所はひどかったが、

今は整備され、エレベーターまでついている。ここは鎌倉観光の起点である。  
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観音様が見える大船駅東口（大船） 

撮影日：昭和 43 年 10 月 20 日  →       

スレート瓦葺きの簡素な駅改札口から大船観音が見えていた。今は道路に覆い被さるような駅ビル、

バスターミナル、エスカレーター、エレベーター、駅ナカ商業施設などが整備され、様変わりとな

っている。 

 
小袋谷四ツ角 （小袋谷） 

撮影日：昭和 41 年 7 月 18 日  →        

水堰橋は昔から小袋谷と台を結ぶ大切な橋であった。小袋谷側の橋のたもとには、観音像を彫った

道標に「享保十二年（1727）右とつか 左藤さわ」とあり、東海道の戸塚宿・藤沢宿への方向を示

していた。 左の平屋の大きな建物は、米穀を扱う池田屋、現在はコンビニエンスストアなど。元

の建物は他へ移築活用されている。 

 

"  

  

  

  

  

  

月影地蔵 （極楽寺） 

撮影日：昭和 41 年 8 月 21 日     →     

極楽寺西ヶ谷の地蔵堂に月影地蔵像が安置 

されている。近所の人は「こどもがじょうぶに育ちますように。」とお祈りするそうだ。鎌倉時代の

有名な日記『十六夜日記』に記された月影ヶ谷は、西方の別の谷戸であったとされ、谷の入口に石碑

が建っている。『日記』には「東にてすむ所は月影の谷とぞいふなる、浦近き山もとにて風いと荒し、

山寺の傍らなれば（略）波の音松風絶えず」とある。 
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鎌倉駅西口派出所付近 （御成町） 

撮影日：昭和 42年 6月 18日   → 

中央に見えるのは諏訪神社の鳥居。 

諏訪神社は現在の市役所駐車場あたり、かつては諏訪の森という程に樹木が繁っていた。昭和 44 年

新市庁舎建築の際、鎌倉商工会議所の横に遷座された。写真右奥にみえる大木は現在も残っている。 

今泉バス停付近 （今泉） 

撮影日：昭和 42年 9月 29 日    →  

昭和 40年代前半の七久保橋周辺の様子。 

当時はここが大船からのバスの折り返し地点であった。太田屋商店は今も続く。店の横にある茅葺

屋根が背後の山と調和している。 

山崎切通し （山崎） 

撮影日：昭和 41 年 8 月 7 日  →       

山崎の倉久保谷戸と台の神明神社の裏山の間にＳ字に開削された切通しがあった。木洩れ日の下を

通ると薄緑色の深い水の底にいるような気分だったという。谷戸奥に窯場を築いた北大路魯山人に

よって臥龍峡（がりょうきょう）と名づけられた。彫刻家イサム野口も切通し近くに住まいを設け

た。「この切通しは熱い夏の盛りでも涼風しきりなり」と鈴木氏の記録にあり。  
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平
成
２
８
年
６
月
４
日
、
ゆ
か
り
の
地
材
木
座
光
明

寺
に
お
い
て
記
念
祭
が
開
か
れ
た
。
戦
後
の
鎌
倉
に
蒔

か
れ
た
新
し
い
文
化
の
種
が
今
、
世
代
を
超
え
て
広
く

世
界
に
根
付
い
て
い
る
。
そ
れ
を
実
感
で
き
る
記
念
祭

と
な
っ
た
。 

 

○
ご
あ
い
さ
つ
（
お
礼
と
ご
報
告
）
よ
り 

今
か
ら
７
１
年
前
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本

中
が
廃
墟
の
中
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
時
、
海
と

山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
町
鎌
倉
で
も
新
し
い
文
化
と

生
活
を
求
め
て
人
々
が
あ
わ
た
だ
し
く
動
き
始
め
ま

し
た
。G

H
Q

の
占
領
下
、
緊
迫
し
た
空
気
の
な
か
で

鎌
倉
の
進
む
べ
き
道
を
考
え
た
人
々
が
「
鎌
倉
に
大
学

を
つ
く
ろ
う
」
と
壮
大
な
夢
を
描
き
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
夢
の
実
現
に
は
多
く
の
困
難
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
文
学
科
、
産
業
科
、
演
劇
科
を
設
け
、
最
初
は
材

木
座
光
明
寺
を
仮
校
舎
に
、
２
年
後
に
は
旧
大
船
燃
料

廠
跡
に
移
り
学
校
経
営
に
苦
闘
し
、
４
年
半
の
歳
月
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
集
っ
た
教
授
知
識
人
と
若
者
達

は
、
戦
争
中
の
空
白
を
埋
め
る
べ
く
熱
い
思
い
を
ぶ
つ

け
合
い
、
貧
し
い
な
が
ら
も
真
理
探
究
と
芸
術
創
造
の

歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時
の
「
出
会
い
」
が
彼
ら

を
支
え
、
年
を
経
た
今
も
水
脈
と
な
り
あ
ち
こ
ち
を
潤

し
て
い
ま
す
。 

尊
敬
す
べ
き
教
師

達
と
の
出
会
い
を
糧

に
卒
業
生
達
が
様
々

な
分
野
で
育
て
て
こ

ら
れ
た
も
の
を
語
り

つ
ぎ
、
次
の
世
代
に
手
渡
す
た
め
１
０
年
前
の
「
６
０

年
記
念
祭
」
に
続
い
て
今
回
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立

７
０
周
年
記
念
祭
」
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
展
示
と
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ
た
り
、
当
大
本

山
光
明
寺
様
に
は
快
く
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
卒
業
生
の

方
々
か
ら
は
多
大
な
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
鎌
倉
市
内

外
で
ご
活
動
の
皆
々
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
協
賛
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の

お
力
添
え
に
よ
り
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

○
書
院
に
て 
講
演
＆
ト
ー
ク 

＊
ゆ
か
り
の
方
々
よ
り
ご
あ
い

さ
つ
・
ご
紹
介 

加
藤
茂
雄
さ
ん
（
鎌
倉
ア
カ

デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会 

実
行
委

員
長
／
演
劇
科
１
期
）
。
そ
の
ほ

か
卒
業
生
、
ゆ
か
り
の
方
々
か

ら
、
若
林
一
郎
さ
ん
（
演
劇
科

２
期
）、
鈴
木
清
順
さ
ん
（
映
画
科
１
期
）、
向
井
二
三

子
さ
ん
（
演
劇
科
１
期
）
、
平
田
崑
さ
ん
、
磯
見
辰
典

さ
ん
、
堀
久
子
さ
ん
（
演
劇
科
２
期
）
、
加
藤
岩
男
さ

ん
、
高
橋
寛
人
さ
ん
（
横
浜
市
立
大
学
）
、
宮
岡
靖
子

さ
ん
、
三
枝
校
長
ご
家
族
そ
の
他
の
方
々
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

＊
講
演
と
座
談
会
「
学
び
の
原
点
を
た
ず
ね
て
―
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
」 

寺
崎
昌
男
氏
（
教
育
学
者
）
／
山
嵜

雅
子
氏
（
立
教
大
学
）
／
渕
上
皓
一
朗
氏
（
岩
波
書
店
） 

 

寺
崎
先
生
と
弟
子
、
孫
弟
子
の
よ
う
な
お
三
人
が
、

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
「
あ
の
時

代
と
場
所
に
奇
跡
的
な
出
会

い
が
あ
っ
た
」
「
偉
大
な
教
師

は
、
学
生
の
心
に
火
を
つ
け

る
」
「
現
代
の
大
学
は
が
ん
じ

が
ら
め
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
、

熱
く
語
り
合
い
、
経
験
豊
か
な

寺
崎
先
生
の
温
か
い
言
葉
に

ま
さ
に
「
イ
ン
ス
パ
イ
ア
」
さ

れ
た
時
間
で
し
た
。 

  

＊
思
い
出
の
授
業
を
再
現
「
青
江
舜
二
郎
先
生
の
悲
劇

論
」 

若
林
一
郎
氏
（
演
劇
科
２
期
生
・
劇
作
家
） 

》
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
７
０
周
年
記
念
祭
《 
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青
江
先
生
は
「
デ
ィ
オ
ニ

ソ
ス
の
デ
ュ
ト
ラ
ン
ボ
ス
」

と
黒
板
に
書
か
れ
て
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
演
劇
の
起
源
か

ら
「
悲
劇
論
」
を
講
義
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
戯
曲
「
オ

イ
デ
プ
ス
王
」
の
ス
ト
リ
ー

か
ら
観
客
の
心
の
中
に
「
恐

怖
と
愛
憐
の
情
」
を
呼
び
起

こ
さ
せ
て
、
「
カ
タ
ル
シ
ス
」
を
起
こ
す
と
こ
ろ
に
悲

劇
の
本
質
が
あ
る
ん
だ
と
。
そ
の
講
義
が
推
理
小
説
の

よ
う
に
お
も
し
ろ
く
て
、
先
生
の
講
義
を
毎
回
清
書
す

る
の
を
な
に
よ
り
の
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

＊
思
い
出
の
授
業
を
再
現
「
考
古
学
者 

三
上
次
男
先

生
」 

 

服
部
博
明
氏
（
文
学
科
１
期
生
） 

三
上
先
生
へ
の
深
い
感
謝
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

私
塾
「
白
水
会
」
に
込
め
ら
れ

た
三
上
教
授
夫
妻
と
弟
子
達
の

思
い
を
伝
え
ま
し
た
。 

 

＊
「 

三
上
次
男
先
生
の
思
い
出
―
白
水
会
で
学
ん
だ

一
人
と
し
て
」 

佐
々
木
達
夫
氏
（
三
上
先
生
私
塾
白

水
会
／
考
古
学
者
） 

先
生
は
研
究
を
通
じ
て
話
し
合
う
場
を
求
め
ま
し

た
。「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の
よ

う
な
心
の
か
よ
っ
た
勉
強
仲

間
の
集
団
、
そ
れ
は
塾
、
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
つ
ら
ぬ
か

れ
た
、
小
さ
な
組
織
。
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
た
が
い
に

む
す
び
つ
け
て
く
れ
る
生
命

の
水
の
よ
う
な
も
の
だ
」 

先
生
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

＊
座
談
会
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
か
ら
未
来
の
学
び
の
種

を
蒔
く
」 

ル
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
（
有
志
）
／
企
画
制
作
団
体

ch
a
m

e
le

o
n

／
吉
野
家
ほ
か 

鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
発

行
や
市
民
カ
ー
ニ
バ
ル
に
と

り
組
む
若
い
人
達
が
、
初
参

加
し
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
い
か
に
受

け
継
ぐ
か
模
索
し
て
い
ま
す
。

経
営
す
る
食
堂
で
俳
句
な
ど

文
化
活
動
を
試
み
た
り
、
家

を
開
い
て
「
お
座
敷
ア
カ
デ

ミ
ア
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。 

  

○
午
後
の
部 

本
堂
に
て
公
演
な
ど 

＊
光
明
寺
様 

ご
法
要
、
声

明
念
仏
、
御
法
主
よ
り
御
挨

拶
。
光
明
寺
様
一
山
挙
げ
て
、

声
明
念
仏
が
あ
げ
ら
れ
、
本

堂
内
に
美
し
く
響
き
ま
し

た
。
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
関
係

物
故
者
全
て
に
対
し
て
法

要
が
い
と
な
ま
れ
ま
し
た
。

感
謝
。 

 

＊
「
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
」
公
演 

シ
ロ
ー
お
じ
さ
ん
の
ひ
と
り
芝
居
「
花
咲
か
じ
い
さ

ん
」
伊
東
史
朗
氏 

／
く
る
し
ま
た
け
ひ
こ
人
形
劇
場

「
ト
ラ
の
子
ウ
ー
ち
ゃ
ん
」 

 

今
か
ら
４
０
０
年
以
上
昔
、
室
町
時
代
に
始
ま
っ
た

と
い
う
箱
回
し
は
、
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
た
箱
が
舞
台
で

す
。
箱
の
中
に
は

楽
し
い
し
か
け
が

い
っ
ぱ
い
！
シ
ロ

ー
お
じ
さ
ん
の
話

術
に
、
子
ど
も
も

大
人
も
く
ぎ
付
け

で
し
た
。 

次
は
、
「
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
久

留
島
武
彦
の
童
話
を
も
と
に
し
た
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
。
ウ

ー
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
心
温
ま
る
お
話
で
し
た
。 
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＊
コ
ー
ラ
ス 

鎌
倉
市
民
混
声
合
唱
団
の
皆
さ
ん
が

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
学
生
歌
」
・
「
鎌
倉
市
歌
」
・
い
ず

み
た
く
歌
曲
な
ど 

混
声
四

部
合
唱
の
す
て
き
な
歌
声
を

ご
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
い
ず
み
た
く
（
演
劇
科

１
期
生
）
の
歌
曲
で
は
「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

「
夜
明
け
の
う
た
」「
恋
の
季

節
」
の
３
曲
を
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
学

生
歌
」
を
会
場
全
体
で
合
唱
し
ま
し
た
。 

○
展
示
の
様
子 

開
山
堂
に
て 

 

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
７
０
年
の
軌
跡
」 

た
く
さ
ん

の
方
々
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
資
料
を
手
に
取
り

熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
劇
団
ひ
と

み
座
人
形
制
作
者 

故
片
岡
昌
（
鎌
倉
市
出
身
）
の
作

品
も
展
示
し
ま
し
た
。 

        

   

 

山
ノ
内
「
栗
田
家
文
書
」
よ
り 

昭
和
６
２
年
に
山
ノ
内
栗
田
文
四
郎
氏

よ
り
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
古
文
書
３
８

点
に
は
、
ペ
リ
ー
来
航
前
後
、
嘉
永
４
年

か
ら
文
久
２
年
ま
で
の
慌
た
だ
し
い
村
の

動
き
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
御
用
留
」

（
安
政
四
年
）
七
月
朔
日
の
項
に
、
幕
府
老
中
阿
部
伊

勢
守
死
去
の
報
が
改
革
組
合
村
大
惣
代
梅
澤
与
次
右

衛
門
か
ら
山
ノ
内
村
名
主
栗
田
氏
に
届
き
、
内
容
を
書

き
写
し
て
、
急
い
で
山
崎
村
へ
継
ぎ
送
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

老
中
阿
部
正
弘
の
死
去
は
安
政
４
年
６
月
１
７
日

で
あ
る
の
で
、
１
０
日
余
り
後
に
情
報
が
村
に
届
い
た

こ
と
に
な
る
。 

 

そ
こ
に
は
、
こ
の
廻
状
が
届
い
て
か
ら
前
後
３
日
間

は
鳴
り
物
停
止
す
る
こ
と
、
普
請
を
す
る
こ
と
は
構
わ

な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
廻
状
が
届
い
た
日
が
起
点
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
書
状
の
差

出
人
溝
口
蔵
人
は
、
江
戸
内
海
防
備
の
た
め
当
時
山
ノ

内
村
を
預
か
り
地
と
し
て
治
め
て
い
た
熊
本
藩
の
家

老
で
あ
る
。 

 

 

 

（
本
文
） 

 
 

梅
沢
様
よ
り
御
廻
状
之
写 

一 

阿
部
伊
勢
守
様
御
死
去
ニ
付
昨
日
よ
り
明
日
迄 

 
 

三
日
之
間
鳴
物
停
止
被
仰
付
候
、
普
請
は 

 
 

不
苦
旨
右
之
ヶ
条
其
許
之
儀
は
此
廻
状
着
日
よ
り
日
数 

 
 

三
日
之
間
右
之
通
り
相
心
得
、
火
用
心
別
而
可 

 
 

被
入
念
候
、
此
段
触
之
面
々
よ
り
も
可
被
相
触 

 
 

尤
此
触
状
可
有
判
形
候
、
恐
々
謹
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

溝
口
蔵
人 

 
 

巳
七
月
朔
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
印 

 
 
 

早
刻
山
崎
村
へ
継
立
仕
候 

 

片
岡
昌
作 

光
明
寺
回
廊
に
立
つ
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
マ
ザ
ー
」 
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》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）《
④ 

 
西
御
門
「
村
上
邸
」
を
守
り
続
け
て 

故
村
上
梅
子
さ
ん 

 

鎌
倉
市
の
景
観
重
要
建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
第
１
８
号
）
旧
村
上
邸
が
平
成
２
８
年
６
月
、
旧
所

有
者
村
上
梅
子
氏
（
浩
子
）
に
よ
り
鎌
倉
市
に
遺
贈
さ

れ
、
現
在
そ
の
保
全
・
活
用
に
向
け
て
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。 

梅
子
氏
は
、
夫
君
村
上
忠
助
氏
と
と
も
に
昭
和
１
６

年
５
月
に
旧
東
御
門
の
山
裾
に
あ
る
こ
の
家
を
購
入

し
、
戦
中
戦
後
、
そ
し
て
平
成
２
６
年
４
月
に
１
０
６

歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
る
ま
で
７
３
年
間
住
み
続
け

ら
れ
た
。
お
能
を
趣
味
と
し
て
い
た
村
上
御
夫
妻
は
謡

の
お
稽
古
や
お
茶
会
を
開
き
、
多
く
の
人
と
交
わ
り
な

が
ら
過
ご
し
た
思
い
出
深
い
こ
の
家
を
生
前
か
ら
鎌

倉
市
へ
寄
贈
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
て
い
た
。 

村
上
御
夫
妻
と
こ
の
家
の
歴
史
に
つ
い
て
、
平
成
１

８
年
（
２
０
０
６
）
２
月
に
自
費
出
版
さ
れ
た
『
白
寿 

村
上
梅
子
の
歩
み
』
に
詳
し
い
が
、
直
接
う
か
が
っ
た

お
話
し
を
少
し
ご
紹
介
し
た
い
。 

 

〝
あ
る
日
の
村
上
邸
〟
（
１
） 

村
上
邸
に
、
二
代
前
の
居
住
者
中
井
純
氏
（
８
９

歳
）
が
訪
れ
た
。
昭
和
９
年
か
ら
１
４
年
ま
で
、
純
氏

の
義
父
中
井
四
郎
氏
が
こ
こ
を
所
有
し
て
お
り
、
懐

か
し
い
の
で
立
ち
寄
ら
れ
た
そ
う
だ
。
梅
子
さ
ん
（
９

４
歳
）
に
招
き
入
れ
ら
れ
話
し
が
弾
ん
だ
。 

 
 

こ
の
土
地
に
明
治
期
に
別
荘
を
建
て
た
の
は
、
日

本
銀
行
監
査
役
内
田
耕
作
氏
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
（
吉

田
鋼
一
「
村
上
邸
の
建
築
調
査
報
告
」
に
よ
る
）
、
二

代
目
が
三
井
鉱
山
常
務
の
中
井
四
郎
氏
で
あ
っ
た
。

昭
和
９
年
９
月
２
８
日
に
購
入
し
て
い
る
。
中
井
氏

は
日
本
の
化
学
工
業
の
草
分
け
で
、
化
学
染
料
ア
リ

ザ
リ
ン
の
製
造
に
成
功
し
た
方
で
あ
る
。 

 

中
井
四
郎
氏
は
こ
の
邸
宅
を
別
荘
と
し
て
使
用
し

た
。
し
ば
し
ば
若
い
社
員
を
招
い
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
な

ど
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
ふ
だ
ん
は
別
荘
番
の
夫
婦

が
住
ん
で
い
た
。
養
子
の
中
井
純
氏
は
昭
和
１
１
年

か
ら
１
２
年
頃
こ
こ
に
常
住
し
て
東
京
の
三
井
鉱
山

研
究
所
へ
通
勤
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
鎌
倉
は
の
ん

び
り
し
て
い
て
、
純
氏
が
オ
ー
ト
バ
イ
を
駅
に
乗
り

捨
て
て
お
い
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
１
３

年
に
純
氏
は
東
京
へ
（
田
園
調
布
）
引
っ
越
し
た
が
、

鎌
倉
が
懐
か
し
い
の
で
夏
の
間
一
か
月
間
、
子
供
づ

れ
で
由
比
ガ
浜
の
海
浜
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。
純
氏

は
波
乗
り
が
得
意
で
、
板
を
使
わ
ず
に
勢
い
よ
く
波

に
乗
る
醍
醐
味
を
覚
え
て
い
る
。
戦
時
中
は
大
船
に

あ
っ
た
海
軍
燃
料
廠
に
東
京
か
ら
通
っ
て
い
た
と
の

こ
と
。
鎌
倉
と
の
縁
が
深
い
。 

中
井
家
の
後
、
森
伝
次
郎
氏
が
購
入
し
た
が
（
三
代

目
所
有
者
）
、
あ
ま
り
使
用
し
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
村

上
氏
が
こ
の
家
を
さ
が
し
た
時
は
、
海
浜
ホ
テ
ル
に

泊
ま
り
あ
ち
こ
ち
あ
た
っ
て
み
た
と
い
う
。
鎌
倉
山

の
家
や
雪
ノ
下
の
川
喜
多
邸
も
候
補
に
あ
が
っ
た
が
、

朝
日
が
遅
い
の
で
決
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
家

に
来
た
時
、
玄
関
は
殺
風
景
で
屋
根
は
茅
葺
き
で
ま

わ
り
は
鬱
蒼
と
し
て
い
た
。
床
は
埃
で
足
跡
が
付
く

よ
う
な
放
置
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
上
風
呂
は

ゴ
エ
モ
ン
風
呂
だ
っ
た
が
、
梅
子
さ
ん
は
子
供
時
代

か
ら
田
舎
暮
ら
し
に
慣
れ
て
い
た
の
で
平
気
だ
と
思

っ
て
こ
こ
に
決
め
た
と
い
う
。 

こ
の
日
の
梅
子
さ
ん
と
純
氏
の
語
ら
い
は
、
夕
方

ま
で
続
い
た
。 

〝
あ
る
日
の
村
上
邸
〟
（
２
） 

２
０
０
１
年
１
月 

桜
間
金
記
先
生
の
お
弟
子
さ

ん
達
の
新
年
会
が
舞
台
の
部
屋
で
行
わ
れ
た
。
小
学

生
く
ら
い
の
小
さ
な
方
も
含
め
て
３
０
人
ば
か
り
が

集
ま
り
、
次
々
と
舞
台
に
上
が
っ
て
謡
や
仕
舞
、
囃

子
を
披
露
し
て
い
っ
た
。
舞
台
の
ま
わ
り
に
は
手
あ

ぶ
り
が
置
か
れ
暖
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
村

上
梅
子
さ
ん
も
お
着
物
で
入
り
口
近
く
に
座
っ
て
お

ら
れ
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
が
遠
く
か
ら
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
き
る
。
硝
子
戸
越
し
に
夕
日
が
差
し
込
み
、
時

間
と
と
も
に
日
足
が
移
っ
て
い
く
。
凛
と
冷
え
た
空

気
の
中
で
冬
の
夕
日
を
う
け
な
が
ら
能
を
拝
見
で
き

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
深
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
頼

朝
ゆ
か
り
の
地
の
山
裾
は
こ
の
上
な
い
舞
台
設
定
で

あ
っ
た
。 〝

あ
る
日
の
村
上
邸
〟
（
３
） 

そ
の
日
は
鎌
倉
在
住
の
女
性
３
人
が
集
ま
り
昔
話

に
花
が
咲
い
た
。
８
月
の
暑
い
日
だ
っ
た
が
村
上
家

片
岡
昌
作 

「
ア
フ
リ
カ
ン
・
マ
ザ
ー
」 
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の
応
接
間
は
涼
し
く
、
庭
を
眺
め
な
が
ら
時
間
の
た

つ
の
を
忘
れ
て
話
し
続
け
た
。
坂
ノ
下
の
海
辺
の
情

景
、
旅
館
海
月
楼
の
こ
と
、
震
災
、
海
浜
ホ
テ
ル
の

お
茶
、
八
幡
前
の
湯
浅
貝
細
工
店
の
創
始
者
湯
浅
新

三
郎
氏
の
こ
と
、
鎌
倉
駅
前
の
戦
後
の
よ
う
す
な
ど

記
録
に
と
ど
め
た
い
こ
と
が
次
々
と
話
さ
れ
た
。
気

持
ち
よ
く
話
せ
る
場
所
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
村

上
さ
ん
に
感
謝
。 

 

〝
村
上
家
の
暮
ら
し
〟 

 

後
日
中
井
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
図
面
に
よ
る
と
、

所
在
地
は
鎌
倉
町
雪
之
下
字
東
御
門
７
７
２
番
、
７

７
８
番
。
実
測
坪
数
は
宅
地
８
２
４
坪
余
、
山
林
３

０
２
坪
余
と
な
っ
て
い
る
。 

村
上
氏
が
購
入
し
た
と
き
建
物
は
５
６
坪
の
母
屋

に
２
９
坪
の
中
二
階
が
つ
な
が
っ
て
い
た
。
こ
の
中

二
階
部
分
が
の
ち
に
能
舞
台
に
改
築
さ
れ
る
（
舞
台
開

き
は
昭
和
３
１
年
１
０
月
１
８
日
）
。
井
戸
の
あ
る
中

庭
を
隔
て
て
北
側
に
細
長
い
二
階
屋
が
あ
っ
た
。
上

下
合
わ
せ
て
３
６
坪
余
あ
り
階
下
に
和
室
が
３
間
、

階
上
に
１
０
畳
の
和
室
が
２
間
あ
り
、
貸
家
に
し
て

い
た
。
西
側
の
茶
室
を
増
築
し
て
、
昭
和
１
８
年
か

ら
２
０
年
頃
ま
で
忠
助
氏
の
実
父
母
杉
山
氏
が
住
ま

い
同
居
し
て
お
ら
れ
た
。
中
井
家
の
図
面
に
よ
る
と
、

さ
ら
に
西
側
に
敷
地
の
外
郭
に
沿
っ
て
平
屋
１
棟
、

土
蔵
１
棟
、
物
置
２
棟
が
建
っ
て
い
た
が
今
は
残
っ

て
い
な
い
。
特
筆
す
べ
き
は
中
庭
の
中
央
に
大
き
な

井
戸
と
風
車
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
風
車
で

汲
み
上
げ
た
水
は
裏
山
の
中
腹
の
水
槽
に
貯
め
ら
れ

そ
こ
か
ら
細
い
鉛
管
で
屋
敷
内
の
温
室
に
配
水
さ
れ

て
い
た
。
家
の
正
門
の
右
側
に
３
３
坪
の
広
さ
の
温

室
が
あ
り
、
マ
ス
カ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
。
浄
明

寺
の
方
か
ら
技
師
が
来
て
い
た
ら
し
い
。
中
井
家
の

図
面
に
は
中
二
階
屋
の
南
側
に
も
う
ひ
と
つ
小
さ
な

温
室
が
記
さ
れ
て
い
る
。
温
室
は
中
井
氏
以
前
、
内

田
氏
の
時
に
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
温
室
は
当

時
の
別
荘
文
化
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。 

 

村
上
家
の
時
代
に
な
っ
て
昭
和
３
０
年
代
に
日
本

庭
園
内
に
上
野
家
か
ら
住
友
家
ゆ
か
り
の
茶
室
を
移

築
し
た
。
吉
田
鋼
市
氏
の
「
報
告
」
に
よ
る
と
こ
の
茶

室
は
昭
和
３
５
年
７
月
に
上
棟
し
た
記
録
が
あ
る
が
、

梅
子
さ
ん
の
お
話
で
は
昭
和
３
２
年
秋
に
一
週
間
に

わ
た
り
茶
席
開
き
を
お
こ
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

 
ま
た
村
上
家
の
和
風
の
た
た
ず
ま
い
は
、
映
画
の

撮
影
に
使
わ
れ
た
。
「
忠
犬
ハ
チ
公
」
で
は
主
人
が
門

か
ら
出
て
行
く
と
こ
ろ
が
撮
ら
れ
た
ら
し
い
。
室
内

で
も
撮
影
や
着
物
の
展
示
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

戦
時
中
、
梅
子
さ
ん
は
大
倉
、
横
町
、
置
石
、
小

町
、
巨
福
呂
坂
の
五
町
内
の
中
隊
長
を
任
さ
れ
、
大

変
ま
じ
め
に
仕
事
を
し
た
。
勤
労
動
員
の
出
動
命
令

が
出
る
と
八
幡
さ
ん
で
点
呼
し
て
、
日
立
や
富
士
モ

ー
タ
ー
ス
へ
出
か
け
た
が
、
空
襲
警
報
が
激
し
く
な

っ
て
か
ら
は
衣
類
の
整
理
や
ボ
タ
ン
付
け
に
変
わ
っ

た
。
帯
芯
で
鞄
作
り
も
や
っ
た
。
大
倉
稲
荷
で
出
征

兵
士
を
見
送
っ
た
。
貴
金
属
の
供
出
は
指
輪
、
時
計

の
鎖
、
帽
子
掛
け
ま
で
馬
鹿
が
付
く
ほ
ど
正
直
に
出

し
た
。 

 

戦
後
は
大
倉
町
内
の
婦
人
部
長
を
や
り
、
洗
濯
、

染
み
抜
き
、
洗
い
張
り
、
お
料
理
の
講
習
会
な
ど
離

れ
を
使
っ
て
熱
心
に
や
っ
た
。
そ
の
後
長
ら
く
民
生

委
員
を
引
き
受
け
日
赤
募
金
の
集
金
な
ど
に
歩
き
回

っ
た
の
で
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

回
想
さ
れ
た
。 

 

平
成
１
７
年
（
２
０
０
５
）
３
月
２
７
日
（
月
）「
村

上
梅
子
白
寿
自
祝
の
会
」
が
邸
内
の
村
上
舞
台
に
お
い

て
催
さ
れ
、
素
謡
、
独
吟
、
舞
囃
子
、
能
が
披
露
さ

れ
、
梅
子
さ
ん
も
謡
と
小
鼓
を
も
っ
て
参
加
さ
れ
た
。

瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
に
こ
や
か
な
お
顔
も
そ
の
お
祝

い
の
会
の
中
に
拝
見
で
き
た
。 

 

（
平
田
恵
美
記
） 
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